
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
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　　　　　市　の　人　ロ

　　　（平成５年９月１日現在）

世帯数　61,883世帯（前月比39世帯増）

人　ロ　182,385人（前月比132人増）

　　男　90,118人・

　　女　92,267人
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吹き込みの前には、辞沓やアクセント辞典などで、念入りに原稿をチェック。

しかし、その中にも笑いがこぼれ、雰囲気はとても明るい（9月６日、総合福

祉会館で）

■利用者から

周りの視覚障害者にも教えてあげて

ｱ゛゛゛゛……丿丿白……’＾y……7宇治市視覚障害者協会●本

∧m

.　

＼田幸子さん　視覚障害者に

：　　りWり　とって、耳で間くのが情報

ﾉ犬／ｹﾞﾄう、＼宍を手に入れる１番手っ取り

:∠ニレレ〉y……::………

…Ｊ

早い手段なので、助かって

∧］ニ………=万万…………几↓.パ､ヽます．テープの受け取り

］＼レ＼□＼∧ノノなどでコミュニケーション
ー･を¨¨/‥..‥..‥...r･-･･-･r･･7--･-･
を図るうちに、例えば「漢字や写真の説明を入

れながら読んでほしい」などの希望も、気兼ね

なく言えるようになりました．ただね、この記

事が載っても、視覚障害者には見ることができ

ないわけです．周りの人から、こういうものが

あるということを教えてあげてください．

■ＵＲＶから

助け合って生きていることを実感

URV・竹内友子さん

テープを聞いてくださっ

いる人から良かったよとj

まされたり、仲間と共にで

動したりする中で、「人に

助けたり助けられたりし

■/.くじ一幻り一生包でvヽÅ

動したりする中で、「人は、

助けたり助けられたりしな

がら、一緒に生きているん

だ」ということを実感しました。今では、生き

がいを感じて活動を続けています。１人でも多

くの視覚障害者の人に私たちのテープを間いて

いただけたら、こんなにうれしいことはありま

せんし、ＵＲＶの活動にも、より多くの人に参

加していただきたいですね。
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宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
　
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ

ン
ク
に
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｖ
以
　
Ａ
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

外
に
も
、
二
十
の
ボ
ラ
ン
　
問
い
合
わ
せ
は
同
バ
ン
ク

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
登
録
　
へ
。

し
て
い
ま
す
。
各
ボ
ラ
ン

「
‐
－
‐
－
－
‐
－
－
－
１
－
－
‐
－
‐
－
Ｉ

　
　
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
や
っ
て
み
た
い
け

れ
ど
、
朗
読
な
ん
か
し
た
こ

と
な
い
し
・
・
・
」
と
い
・
う
人
で

も
大
丈
夫
。
近
く
り
Ｉ
デ
″

ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
初
級
講

座
を
開
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
視
覚
障
害
者

いよいよ本番。緊張感が漂い、

自然と表情も引き締まる

は
、
テ
ー
プ
が
届
く
の
を
心
待

大で無

きす論

な　゜そ

支しれ

えカ吋ま

とし　｀

な何大

っにき

てもな

い増楽

るしし

のてみ

I●●●●●●●●●●●●

"〃？?縛涯ﾌﾟ1　　テけ覚テぎ五つさかや
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ﾒ1

才琴回八
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f固ヵゝ7ごで

上ノノーやらン太｀人け情視　人らよは
　　　　　　グに平がて報覚嬰かのり　ヽ

稿をチェック。　　ボも均一いの障a冗ら拾　｀市

　　　。ムヨ　　ラなで力ま詰害も依い雑政
月６日ヽ総゜福　　ンり六月すま者こ頼読誌だ

　　　　　　テま十に　゜つに乞がみのよ

　　　　　　イす分受視た｀ヽあ｀ほり

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･.°.
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ク者;こ

セのに

ン間ふ

トに“

のあ２

違る’

いのむ

だは2
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そ
れ
で
も
メ
ン
バ
ー
は
「
吹

き
込
み
の
日
に
備
え
て
体
調
を

整
え
て
い
る
。
楽
し
い
か
ら
。

休
み
た
く
な
い
か
ら
」
と
口
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　
吹
き
込
み
の
日
に
は
仲
間
に

会
え
る
し
、
お
な
か
か
ら
大
き

な
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

苦
労
も
吹
き
飛
ぶ

喜
び
と
満
足
感

辞
書
を
片
手
に

悪
戦
苦
闘
の
日
々

け
。
こ
れ
を
正
し
く
朗
読
し
な

け
れ
ば
、
大
き
な
誤
解
を
招
く

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
県
（
あ
が
た
）
通
り
」
を
「
け
ん

通
り
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た
な
こ

の
失
敗
談
も
警
幼
れ
１
　
尤
。

　
結
局
、
「
自
分
が
文
章
の
意

味
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
そ
し

て
、
視
覚
障
害
者
の
立
場
に
立

た
な
け
れ
ば
、
正
確
に
視
覚
障

●●

み
ん
な
辞
書
や
ア
ク
セ
ン
ト
辞

典
片
手
に
、
決
め
ら
れ
た
秒
数

の
中
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

吹
き
込
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●

で
き
な
い
」
と
い
う
の
が
結
論
Ｊ

う
こ
と
。
「
こ
の
前
の
テ
ー
プ

は
良
か
っ
た
」
－
そ
の
一
言

で
苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
実
際
、
最
初
は
朗
読
が

趣
味
だ
か
ら
と
参
加
し
た
人
も
、

い
つ
し
か
、
「
あ
の
人
は
こ
ん

な
記
事
を
喜
ん
で
く
れ
る
か
し

ら
」
と
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
読
む
よ
う
に

な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
彼
女
だ
ち
か
ら
は
、
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
人
の
た
め

に
や
っ
て
あ
げ
て
い
る
」
と
い

う
意
識
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、

全
く
感
じ
卵
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
。

む
し
ろ
、
活
動
を
通
じ
て
自
分

の
世
界
を
持
て
た
充
実
感
と
、

人
の
役
に
立
て
る
と
い
う
素
朴

な
喜
び
、
満
足
感
が
そ
こ
に
は

あ
り
ま
し
た
。

害
者
に
意
味
を
伝
え
る
こ
と
烋
ち
に
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い

　
宇
治
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
Ｕ
Ｒ
Ｖ
）
は
、
文
字
通
り
、

。
読
む
’
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
目
の
見
え
な
い
人
に
代
わ
っ
て
新
聞
や
雑
誌
な

ど
を
朗
読
し
、
。
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
、
情
報
を
届
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
回
は
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
級
講
座
」

が
開
か
れ
る
の
に
先
立
ち
、
Ｕ
Ｒ
Ｖ
の
活
動
ぶ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
「
吹
き
込
み
の
日
が
楽
し
み
」
と
メ
ン
バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
た
ち
を
引
き
付
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
は
、
い
っ

た
い
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

URVについて

URV
まず､吹き込み。　　　　　吹き込みが済む

60分テープ^本　４　N　とすぐダビング

に5人で

1

時

ﾐ

rr

^

しその日のう

間ほどかかる　　　　　　　ちに郵送

●市政だより●市ift

会だより●新聞●雑

誌●個人依頭のテー　　、　　※郵送には専用

プほか･　　　　

阿

の袋を利用。

　　　　　　　　　　費用は無料

ゆっくり聞いて　ＱＱ　返送時に点字で

から返送テー

⑨

感想を同封する
プは繰り返し使.^こフ　人も

ー
゜　　　　視覚障害者

　メンバーは現在、35A>主婦や会社員な

ど。大多数が女性だが、男性も3 A.｢男の

人から教えられることも多いので、もっと

参加してほしい｣とメンバーの声／活動内

容は、吹き込みが月に４回ほど。学習会は

月１[§]・火曜日の午後１時半からで、腹式

呼吸の発声練習やアクセントの練習など。

場所は総合福祉会館。そのほか、年にl度

は視覚障害者との交流会も。

テープのやりとり

活動　　　　　　＝

読む苦労と
聞いてもらう
喜びと

ii:コmm""! [ milコ: : :コiiir

リーディングボランティア

初級講座　10/8(金)までに申し込みを

の
生
活
に
つ
い
て
勉
強
し
な

が
ら
、
情
報
収
集
の
大
切
な

手
段
で
あ
る
朗
読
を
学
び
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
吟

　
▼
と
き
・
：

1 0
月

1 5
日
～

1 1

1 1
一

月

2 6
日
の
毎
週
金
曜
、
午
後

１
時
半
～
３
時
（
７
回
）
▼

と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼

対
象

・
：

高
校
生
以
上
▼
定
員

・
：

先
着

3 0
人
▼
講
師

・
・
・
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
堤
明
子

さ
ん
▼
受
講
料
…
無
料
▼
申

し
込
み
期
限

・
：
1

0
月
８
日

廊
ま
で
。
な
お
、
初
級
講
座

に
参
加
し
な
く
て
も
、
Ｕ
Ｒ

Ｖ
に
は
参
加
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
宇

治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
へ
。

　
利
用
し
た
い
人
も

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
Ｕ
Ｒ
Ｖ
の
テ
ー
プ
を
聞
き

た
い
と
い
う
視
覚
障
害
者
も

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
テ

ー

プ
は
無
料
で
お
届
け

し
ま
す
。
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暮
ら
し
の
便
利
さ
の
影
で
、
資
源
の
無
駄
遣
い
が
私
た
ち
の
身
の

周
り
の
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢

の
中
、
回
収
し
て
再
利
用
す
れ
ば
立
派
な
資
源
と
な
る
、
古
紙
や
び

ん
・
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
九
月

二
十
四
日
か
ら
十
月
一
日
は
清
掃
週
間
で
す
。
今
回
は
、
市
で
の
、

古
紙
や
び
ん
・
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
環
境
事
業
所
（
内
線
3
0
0
4
）
へ
。

市
で
の
取
り
組
み

●●●●●●●●●●●●●●●●

リ
サ
イ
ク
ル

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用

②
地
球
環
境
の
保
護

③
ご
み
の
減
量

④
埋
め
立
て
処
分
地
の
延
命

⑤
福
祉
事
業
と
の
連
携

●●●●●●
●●●●●●●●●●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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●
●
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卜
新
聞
・
雑
誌
は
縛
っ
て
出

　
　
し
て
い
た
だ
く
と
、
回
収

　
　
も
は
か
ど
り
ま
す

料
の
立
木
に
換
算
す
る
と
、
直

径
十
四
セ
ン
チ
、
高
さ
八
メ
ー

ト
ル
の
立
木
・
約
二
十
本
分
に

相
当
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
は

地
球
の
森
林
資
源
を
守
る
こ
と

に
も
な
り
、
手
軽
に
で
き
る
自

然
保
護
運
動
と
も
言
え
ま
す
。

②
空
き
缶
・
空
き
び
ん
の
回
収

回
回
収
す
る
も
の

　
空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
紙
パ

ッ
ク
■
対
象

　
市
内
の
各
町
内
会
・
自
治
会
、

小
・
中
学
校
（
現
在
二
十
五
団

体
）
■
方
　
法
‘

　
缶
・
び
ん
な
ど
の
専
用
の
回

収
容
器
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

月
二
回
、
回
収
。
報
償
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。

回
回
収
量

　
二
亘
二
十
二
ト
ン
（
四
年
度

実
績
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
で
こ
ん
な
も
の

に　
缶
は
溶
か
し
て
再
び
缶
を
作

る
た
め
の
原
料
に
。
び
ん
は
そ

の
ま
ま
洗
っ
て
再
利
用
、
ま
た

は
細
か
く
砕
き
、
溶
か
し
て
再

び
び
ん
を
作
る
原
料
に
さ
れ
ま

す
。
■
回
収
の
メ
リ
ッ
ト

　
ア
ル
ミ
缶
を
一
個
作
る
に
は
、

四
十
ワ
″
ト
の
電
球
を
実
に
四

・
八
日
間
点
灯
し
て
お
く
だ
け

の
電
力
を
消
費
。
「
電
気
の
缶

詰
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

一
個
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

大
変
な
電
気
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
　
ま
た
宇
治
市
の
場
合
、
回
収

し
た
缶
・
び
ん
・
紙
パ
″
ク
は
、

市
内
の
障
害
を
持
つ
人
の
授
産

施
設
で
選
別
。
売
却
し
て
得
ら

れ
た
お
金
は
、
そ
こ
で
働
く
人

た
ち
の
賃
金
の
一
部
に
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　　▲「ぴんと缶は分けて

　　出してくださいね」

ｔ青涼飲料水や調味料、ウ

　イスキーなど再利用され

　ないびんは、砕かれ、び

　んの原料にされます

ビールびん、一升び･･

んなどは、洗って何

度も使うという、再

利用のルートができ

ています6なお、酒

店などで引き取って

ももらえます

　
こ
の
ぷ
つ
に
数
々
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
。
し
か

し
、
古
紙
や
空
き
缶
を
ほ
か
の

ご
み
と
分
け
て
出
す
だ
け
で
は
、

ｙ
サ
イ
ク
ル
し
た
こ
と
に
は
な

り
ま
ｆ
ｅ
ｌ
ん
。
再
生
品
を
使
っ
て

こ
そ
、
初
め
て
循
環
の
輪
が
完

成
す
る
の
で
す
。

　
再
生
品
は
バ
ー
ジ
ン
資
源
か

ら
作
る
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
や

る
た
め
、
割
高
に
な
り
が
ち
で

す
し
、
見
た
目
が
劣
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
深
刻
化
す

る
環
境
問
題
、
ご
み
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
再

生
品
を
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入

れ
た
い
も
の
で
す
。

業者が引き取り、問屋へ市が回収し、一時保管町内会などで回収、集積

ｅ
１
　
心

相鼎こ応じて売却、製紙会社へ製紙会社で製品化され､企業へ企業で商品化され、消費者へ

身
近
で
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル

　
市
が
実
施
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
は
、
ま
だ
一
部
の
町
内

会
・
自
治
心
一
な
ど
に
し
か
加
わ

っ
て
い
た
だ
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
収
集
・
受
け
入
れ
の
体

制
を
充
実
さ
せ
、
実
施
団
体
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
事
業
の
実
施

団
体
以
外
の
人
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
に
か
か
わ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
ま
ず
、
次
の
よ
う
な
４
近

な
と
こ
う
か
ら
、
あ
な
た
も
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ご
み
を
買
わ
な
い

　
一
度
使
っ
た
ら
捨
て
る
だ
け

の
ぺ
″
ト
ボ
ト
ル
や
紙
お
む
つ

は
買
わ
な
い
。
繰
息

る
び
ん
や
布
お
む
つ
を
使
う
の

も
、
立
派
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

②
不
用
品
は
交
換
を

　
使
わ
な
く
な
っ
て
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
家
具
や
電
気
製
品
、

子
供
用
品
な
ど
は
譲
る
な
ど
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
。
市
が
夏
・

冬
の
年
二
回
、
延
べ
六
ヵ
月
間

開
設
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
（
詳
し
く
は
商
工
課
へ
）
。

③
再
生
品
を
使
う

　
再
生
さ
れ
た
製
品
を
使
っ
て

こ
そ
リ
サ
イ
ク
ル
。
特
に
古
紙

に
つ
い
て
は
、
再
生
紙
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
ラ
な
ど

再
生
品
の
需
要
を
増
や
す
こ
と

も
重
要
で
す
。
ち
な
み
に
本
紙

も
、
古
紙
混
入
率
約
五
割
の
再

生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

9/21(火)～30
(木)秋の全国交通安全運動

京のみ

　
九
月
二
十
一
日
㈹
か
ら
三

十
日
困
ま
で
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
か
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
に
交
通
安
全
知
識
を

広
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
付
け
、
交
通
事
故
を
防
ご

う
と
い
ら
も
の
で
す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、

‘
①

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
③
迷
惑
駐
車

の
締
め
出
し
の
三
点
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
力
で
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
、
市
で
は
期

間
中
、
次
の
行
事
を
展
開
し

ま
す
。
。

■
交
通
安
全
運
動
初
日
啓
発

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
1
日
㈹
、

午
前
９
時
半
Ａ
１
１
時
▼
と
こ

ろ
…
市
内
の
大
型
店
舗
前
な

ど■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
指
導

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
4
日
廊
、

午
後
３
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ

…
市
内
幹
線
道
路

■
迷
惑
駐
車
追
放
三
色
パ
ト

ロ
ー
ル

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
9
日
困
▼

と
こ
ろ
・
：
市
内
一
円

■
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
展

示
　
▼
と
き
…
９
月
2
7
日
向
～

1
0
月
８
日
幽
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市

役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

‘
’
‘

｡
　
ｒ
Ｔ
Ｔ
ｉ
ｅ
ｉ
ｍ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
ｌ
　
＾
＾
＾
｡
＾
＾
＾
ｎ
／
ｃ
＾
＾
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身
近
な
も
の
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

○
一

　■古　■①古紙回収事業まイ策てみ　利をうご環．-、
人市対布新回古すクのい問近用選のみす再丿
会内　　｀聞収紙リレ一る題年し別でを．るびサ
　｀の象紙｀す回　事つ中．　｀よしはそー｀゛イ
子各　パ雑る収　業と　｀環地うてなのと　｀ク
供町　　ツ誌も事イにし市境球と　｀くまいＣル
会内　ク　｀の業二取てで問的い゛まうＹは
牡入京　m
K
%i)i斟急び就j§

三ﾖ11　　　1　　　　ん乃の叫でけしるてでE
で

現治　　ル　　　　でぴ解ば｀でても　す－R
在朔　　　ヽ　　　いサ決れごす再の址　・循Ｅ

再
生
品
を
暮
ら
し
の
中
に



9/24～10/1は

清掃週間

チリも積もれば山ま

さ

に

ま

さ

に

ｽ乎-/し缶

朕）
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朔

　　　　呉
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第1002号

アルミ缶は電気の缶詰
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紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
受
賞
式
と
ハ
イ
パ
ー
能
「
浮
舟
・
夢
・
源
氏
」

　
市
・
市
教
育
委
員
会
・
紫
式

部
文
学
賞
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
で
は
、
十
月
か
ら
「
源
氏
ろ

ま
ん
邨
」
を
開
催
。
そ
の
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
紫
式
部

文
学
賞
・
市
民
文
化
戸
の
受

賞
式
と
バ
イ
パ
ー
能
「
浮
舟
・

夢
・
源
氏
」
の
入
場
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
バ
イ
パ
ー
能
「
浮
舟
・
夢
・

源
氏
」
は
、
受
賞
式
に
引
き
続

い
て
上
演
さ
れ
る
も
の
。
小

松
左
京
さ
ん
の
監
修
に
よ
り
古

典
能
「
浮
舟
」
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

構
成
し
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演

入
場
者
募
集

奏
と
特
殊
照
明
効
果
、
紫
式
部

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
ひ
と
り
語

り
」
な
ど
で
源
氏
物
語
の
世
界

奪
回
の
う
ち
に
表
現
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。
受
賞
式

を
含
む
開
催
時
間
は
約
二
時
間

で
す
。

　
出
演
は
、
演
能
‥
観
世
栄
夫

さ
ん
、
ひ
と
り
語
り
呈
藤
夕

貴
さ
ん
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
作

演　能：観世栄夫さん

曲
・
演
奏
‥
東
祥
高
さ
ん
で
す
。

　
な
お
、
受
賞
式
と
「
浮
舟
・

夢
・
源
氏
」
は
引
き
続
い
て
開

催
し
ま
す
の
で
、
一
方
だ
け
の

入
場
は
１
星
せ
ん
。

　
〈
募
集
要
項
〉

◆
と
き
・
：
Ｈ
月
1
4
日
面
、
午
後

　
２
時
～
４
時

◆
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　
ホ
ー
ル

◆
募
集
人
数
…
1
0
0
0
人

◆
応
募
期
限
｡
｡
.
o
月
1
4
日
出

　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
応
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き
に

ひとり語り：工藤夕貴さん

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
と
「
受
賞
式

入
場
希
ぶ
と
書
い
て
、
宇

治
市
役
所
文
化
観
光
課
（
〒

’
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
。
１
枚

に
Ｌ
入
だ
け
記
入
の
こ
と
。

よくわかる源氏物語

源氏セミナーを開催
10月８日(金)・文化センター

　
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

　
ま
す

◆
入
場
券
の
送
付
・
・
・
1
1
月
上
旬

　
ま
で
に
当
選
者
に
郵
送

◆
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
課
文
化
係

　
　
（
内
線
2
2
2
3
）
へ
。

　
「
源
氏
ろ
ま
ん
留
」
の
一
環

と
し
て
、
第
五
回
「
源
氏
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
源
氏

物
語
や
紫
式
部
に
親
し
ん
で
い

”
た
だ
こ
う
と
「
源
氏
ろ
ま
ん
吼
」

か
ら
引
き
続
い
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
講
師
は
、
紫
式
部
文

原木

学
賞
の
第
一
回
受
賞
者
で
東
京

経
済
大
学
教
授
の
石
丸
晶
子
さ

ん
。
受
賞
作
品
の
「
式
子
内
親

王
伝
Ｉ
面
影
び
と
は
法
然
－
」

の
ほ
か
、
歴
史
の
巨
大
な
渦
の

中
で
、
愛
に
、
政
治
に
、
命
を

燃
や
し
た
女
性
た
ち
を
描
い
て

活
躍
中
で
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

4Owc7^2

<k8日間j

きき笥

(1個つく弘に必

4
年
度
の
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
の
現
況

ま
と
ま
る

　
市
教
育
委
員
会
は
こ
の
程
、

平
成
四
年
度
「
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
の
現
況
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
社
会
的

規
範
や
法
律
に
違
反
す
る
な

ど
の
反
社
会
的
問
題
行
動
は
、

小
学
生
は
こ
こ
数
年
の
中
で

最
も
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

中
学
生
は
増
加
し
ま
し
た
。

年
間
三
十
日
以
上
欠
席
し
た

登
校
拒
否
（
不
登
校
）
は
、

小
・
中
学
生
と
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
市
内
小
・
中
学
生
の
問
題

行
動
の
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
〈
小
学
生
〉

　
反
社
会
的
問
題
行
動
は
、

件
数
が
百
十
四
件
、
指
導
延

べ
人
数
が
二
百
二
十
人
。
前

年
度
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
四

四
％
、
五
五
％
の
減
。

　
な
お
、
女
子
の
占
め
る
率

竺
九
％
で
、
前
年
度
よ
り

や
や
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
一
方
、
登
校
拒
否
（
不
登

校
）
で
は
、
無
気
力
で
な
ん

と
な
く
登
校
し
な
い
タ
イ
プ

の
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
〈
中
学
生
〉

　
反
社
会
的
問
題
行
動
は
、

件
数
が
五
百
九
十
二
件
、
指

導
延
べ
人
数
が
千
三
十
や
〈
。

市教育委員会

前
年
度
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
％
、
二
百
の
増
。
こ

れ
は
一
部
の
学
校
で
問
題
行

動
の
大
幅
な
増
加
が
見
ら
れ

た
た
め
で
す
。
な
お
、
女
子

の
占
め
る
率
は
二
六
％
で
、

前
年
度
と
ほ
ぽ
同
じ
で
す
。

　
一
方
、
登
校
拒
否
（
不
登

校
）
で
は
、
あ
そ
び
・
非
行

型
が
減
少
し
て
、
登
校
拒
否

（
不
登
校
）
の
タ
イ
プ
を
決
め

難
い
、
複
合
型
の
生
徒
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
こ
フ
し
た
問
題
へ
の
対
処

・
予
防
に
は
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
個
性
の
伸
長
や
、
子

供
自
身
が
集
団
活
動
や
体
験

的
活
動
を
通
し
て
自
ら
が
考

え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る

資
質
や
能
力
か
身
に
付
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
・
関
係
機
関
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
確
か
め
合
い

な
が
ら
、
連
携
を
深
め
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

　
市
教
育
委
員
心
一
で
は
、
小
・

中
学
生
の
子
育
て
や
学
校
教

育
に
か
か
わ
る
問
題
の
相
談

か
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
青

少
年
課
（
a
2
2
・
5
1
6
2
）

へ
お
気
軽
に
と
つ
ぞ
。

４
小
・
中
学
生
の
反
社
会
的
問
題
行
動
の
推
移

圓
図
】

田
園
】
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　　イベントのあらまし

◇源氏セミナー(左記のとおり)

◇宇治十帖スタンプラリー…10月

23日(土)･24日(日)･30日(土)･31日(日)･

11月３日(祝）、宇治橋周辺一帯で。

◇平安建都1200年プレイベント･

文化フォーラム｢平安京と宇治・

平等院｣･‥11月13日出午後2時～、

文化センター小ホールで。

◇｢紫式部文学賞・市民文化賞｣受

賞式とハイパー能『浮舟･夢･源氏』

◇お茶席…11月13日出・14日(日)、

文化センターで。

◆
と
き
＝
・
1
0
月
８
日
圖
、
午
後

　
２
時
～
４
時
（
開
場
は
午
後

　
１
時
半
）

◆
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー
小

　
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ
…
光
源
氏
の
二
つ
の

　
顔
上
原
氏
物
語
の
世
界
Ｌ

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
文
化
観
光
課

　
文
化
係
（
内
線
2
2
2
3
）

　
へ
。

市民一人ひとりが新聞紙(朝刊・夕刊計300ｇ)を

古紙回収に出せば
市民一人ひとりがアルミ缶(20g)とスチール

缶(60g)をリサイクルすれば

捨てれ

ばご

み、

生か

せば

資源



第1002号 宇1台　討J 攻　だ　よ　り 1993年（平成５年）９月21日発行（4)

250

｜

城南勤労者福祉会館の講習会　圃いずれも同館(豊46－0780)。

　〈3Bエアロダンス教室〉C〉10月

９日･23日・30日・11月６日の土

Bio午前l(粕半～正午[〉1200円じ>

先着30人メ粁理数富〉

C〉10月３日

(日)、午後１時~4時レ1200円レ持

ち物…エプロン、筆記用具、持ち

帰り容器[〉先着24人。く海外旅行の

ための英会話教室〉【〉10月８日か

らの金耀、20回。午前10時～正午

[〉先着25人C〉1万2000円(別にデ

キスト代2500円)。

■ＯＡ教室

　　〈ワープロ・初級プラス〉

　C〉10月23日～12月18日の土曜、

午前9時半～正午。9回C〉先着10

人C〉1万1700円　圃城南地域職業

訓練センター(豊46－0688)。

資格試験

　水道給水装置工事資格者試験

　○責任技術資格者試験…実技＝

９月30日出、学科= 10月８日厨口)

技能資格者試験…実技= 10月１日

廊、学科＝10月８日(金)[1127日(月)

までに、所定の申請書と市販の履

歴書、写真２枚、受験料(責任技

術は1000円、技能は600円)を水

道部総務課(内線5002)へ受験

には一定の資格が必要。

■危険物取扱者試験

　[〉12月４日(土).日産車付鮒京都

工場PR会館(大久保町西ノ端１

の1)レ区分‥甲種・乙種・丙種

C〉願書配布…10月8日廊まで、各

消防(分署で圃10月4日(月)~8日

廊に(財)消防試験研究センター京都

府支部(京都市上京区釜座通丸太

町上ル、都文化ビル２階)へ。試

験のための講習会要項も配布して

います。

募集

・育成学級指導員募集

　〈指導員〉レ対象…年齢40歳末5薗

の女|生で､高卒程度の学力があり、

児童の育成に熱意のある人。若干

名レ試験…面接と作文。　<アルバ

イト指導員〉c〉対象…年齢45歳未

満で、児童の育成に熱意のある女

性。若干名　圏ともに市販の履歴

書に必要事項を記入、写真をはり

30日出までに、社会教育課(内線

2518)へ

催し

・第16回宇治川観月茶会

　[〉10月9

白(±)・10日(a)、午後３

時~8時。府立宇治公園中の島、

雨天夫行[〉内容…茶席(抹茶席、

煎茶席)、点心席、観月舟[〉前売

り券3000円で発売中[〉発売所…㈲

市観光協会、宇治商工会議所、伊

藤久平等院通店、永谷宗園茶店

　(六地蔵)、駅前駿河屋、お茶の

通園、京阪交通社各営業所。電話

予約もできます[圃市茶道連盟事

務局(S22-6584)。

■市民素人茶香服大会～団体戦～

　[>10月３日(日)午後6時半～宇

治公民館レ5人(1チーム)で15

00円圃市茶業青年会会長・辻村

さん(S21－2258)、洛南タイムス

社022－2426)、城南新報社(n

24－1221)。

・市政を見る会

　市明るい選挙推進協議会では、

市議会の一般質問の傍聴を行いま

す。[〉９月24日出、午前lO時半－

午後４時(昼食あり)C〉市内在住の

人。引共同伴の参加はご遠慮くだ

さい。先着30人[122日出までに

選挙管理委員会020－8798)へ。

■金原瑞人講演会

　[〉９月28日(火)午前10時～正午、

宇治公民館Ｄテーマ…「いま翻訳

児童文学がおもしろい」［醒遠藤

さん023-7181）。事前に保育、

昼食の申し込みを受け付けます。

車での来場はご遠慮を。

お知らせ

・新築・増築家屋の調査

犬市では､新築･増築家屋を中心に

調査を行っています。この調査は、

固定資産税の課税に必要なもの。

　資産税課職員が各家庭を訪問し

ますので、ご協力ください。留

守の場合は連絡用紙を入れておき

ますので。都合のよい日時を資産

税課へご連絡ください。

　また、５年中に未登記家屋の全

部か一部を取り壊した人は、家屋

滅失届（用紙は資産税課にありま

す）を、12月28日（火）までに必ず提

出してください。

　なお、職員は固定資産評ｲ面補助

員証を携帯していますので、不審

な場合は提示を求めてください。

圃資産税課（内線2129）。

・国民年金保険料の免除制度

　国民年金には、いろいろな事晴

で保険料が納められないときに申

請して承認されると保険料がが余

される制度があります。ただし将

来受ける老齢年金の額は、な余さ

れた期間だけ３分の１で計算され

た額になります｡この場合､1萍以

内であれば、だ余された期間の保

険料を後で納めることもできます。

　また20歳以上の学生も国民年金

に加入しなければなりませんが、

本人や、親元の負担が大きくなら

ないように特別のが余基準が設け

られています。［Ｍ国民年金課

　（内線2310）。

・第４回リサイクル自転車販売

　予備抽選し、約200人に購入抽

選券をお送りします。購入希望の

人は、はがきで申し込みを。 [>10

月15日出､受け付け＝午後I時～、

販売＝午後１時半～。当日は「リ

サイクル自転車購入抽選券」がな

いと入場できません。市役所北玄

関横C〉約60台［〉販売ｲ面格‥6000円、

7000円、8000円（希望者多数のと

きは当日抽選）圃はがき（一人

１枚）に、「リサイクル自転車購

入抽選券申込書」、住所、氏名、

年齢、電話番号、あなたの声（放

置自転車、リサイクルについてな

ど）を書き、９月30日出（当日消

印有効）までに市役所交通対策課

　（内線2274）へ

　人生の節目に記念植樹を

　個人の結巾昏や出産、地域団

体の活動の節目のときの記念

植樹用の樹木を配布します。’

詳しくは市公園公社（S33－

4001）へ。

健康

●膠原病個別相談

　[〉10月1日出午後１時～o時、

宇治保健所[〉対象…膠原病患者と

その疑いのある人、家族C〉担当医

師…国立療養所宇多野病院・東二

郎さん!il9月29日出までに同保

健所(S21－2191)ぺ電話で、

・歯の教室

　【〉９月30日出午後i時~4時、

宇治保健所Ｄ対象…2歳児と保護

者C〉先着30人圃同保健所(a2i

－2191)へ電話で｡当日は｡母子手

帳と歯ブラシをお持ちください。

■在宅栄養士育成講座

　[〉10月14日出・10月28日俐･11

月11日出・11月25日出・12月９日

午前lO時半～午後3時半の５

回と保健所実習が１日。京者賄獣

医畜産会餓〉在宅栄養士で、保健

所・市保健事業に従事する意志の

ある人居拙京者俯栄養士会(S

075－315－0647)。

喉頭がん検診

　l〉9月10日fi)~ll月30日固、市

内の協力耳鼻皿m財斗病･医院C〉700

円[〉対象…しわがれ声が２週間以

上続いている40歳以上の男性圃

宇治久世医師会事務局(S22－64

87)。

・半日人間ドック第３次募集

　[>12月１日出～３月31日俐(土

　・日曜、年末年始などの休日を除

　＜)､京都第一赤十字病院E〉対象…

検診時に次のすべてに該当する人

○市国民健康保険に１年以上継続

して加入○35歳以上○入院中り壬

娠中でない[〉定員・中込期限…12

月分(40人･10月末)、1月分(60

人･11月末)、２月分(60人･12月

末)、３月分(100人・１月末)C〉自

己負担額…女性１万2670円、男性

１万1740円圃国民健康保険証と

印鑑を持って国民健康保険課(内

線2265)へ。なお、電話では受け

付けません。

　【訂正】９月11日号３面の｢在宅

介護支援センター｣の電話番号は

23－7880でした。おわびし訂正し

ます。

　
九
月
二
十
日
㈲
か
ら
二
十

六
日
㈲
ま
で
は
、
動
物
愛
護

週
間
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
動

物
。
そ
の
存
在
を
さ
ら
に
深

く
考
え
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
接
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
知
っ
て
も
ら
ラ
た
め
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
動
物
を
飼
う

家
庭
が
増
え
、
ぺ
″
ト
ブ
ー

ム
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
住
宅
事
情
な
ど
も
あ

り
、
鳴
き
声
や
ふ
ん
の
後
始

末
な
ど
に
対
す
る
苦
情
も
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
え
な
く
な
り
、

手
放
さ
れ
る
動
物
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
命
あ
る
も
の
と
し
て
生
ま

れ
て
き
た
動
物
た
ち
を
、
簡

単
に
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

愛
情
を
持
っ
て
死
ぬ
ま
で
飼

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

動
物
愛
護
週
間

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
挑
戦
／

▲何回跳べたかな？

カメラで
おじゃま

　
九
月
十
二
日
面
、
太
陽
が

丘
で
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
留
（
第

五
回
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
好
天
の
中
、
お
お
く
の
市

民
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
新
し
く
乳

幼
児
医
療
費
支
給
事
業
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

乳
幼
児
も
保
険
医
療
の
自
己

負
担
額
が
必
要
で
し
た
が
、

十
月
一
日
か
ら
は
一
部
負
担

金
二
百
円
で
済
み
ま
す
。

　
こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、

ま
ず
受
給
者
証
の
交
付
手
続

き
が
必
要
で
す
。
宇
治
市
内

に
住
所
が
あ
る
二
歳
未
満
の

乳
幼
児
（
平
成
三
年
十
月
二

日
以
降
生
ま
れ
）
の
保
護
者

は
、
所
得
制
限
な
し
に
申
請

で
き
ま
す
。

　
す
で
に
申
請
書
を
受
け
取

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

つ
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
し
、
健
康
保
険
証

の
写
し
（
家
族
欄
も
忘
れ
ず

に
）
と
共
に
郵
送
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
は
、
乳
幼
児
の
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
今
月
中
に
市
役
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
す
で
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
今
月

中
に
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
健
康
医

療
課
医
療
係
（
内
線
2
3
3

4
）
へ
。

品目 規　格
平賤格

価格状況

対i月比対前年比

ガソリン
レギュラー

1 I現金売り
　円120

　　　％▲O､8 　　　％▲2.4

ティッシュ
　ペーパー

4oo枚1 箱

クリネフクス･スコ7ﾃ4 109 4.8
▲12.1

台所用
　ラップ

サランラップ

30㎝×20m 217 3.3 7.4
アルミ
　ホイル 25㎝×8m 145 8.2 2.1
洗濯用

粉せっけん 2.4kg 847 0.8 7.8

牛　　肉
すき焼き用
中程度ioog 375▲3.8▲0.8

バレイショ 男爵lOOg 37 12.1 42.3

キャベツ中玉約Iks 445 6.7
157.2

鶏　　卵
Ｍサイズパック入り

10個 136 3,0 3.0

食用油
日清サラダ油

ポリ容器11 523 4.4▲16.1

しよう油
キッコーマン濃口

ポリ容?llI 275 4.2 4.6

砂　　糖上白lte 215▲4.0▲7.7

小麦粉
日清小麦粉フラワー

1kg（薄力粉） 188 1.1
▲1.6

インスタント
　コーヒー

ゴールドブレンド
瓶入り150g 1,031▲1.0 0.1

み・　そタケヤミソlkf381 3.3 ０

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 201 ０▲2.0

※
こ
れ
は
、
９
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
し

ま
す

,

お買い物のめやす9月分

まさかのときに備えて

交通災害共済・火災共済

　わずかな費用で大きな安心

　　問い合わせ…交通対策課（内線2258）へ。

情報

BO

X
講座
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